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県
商
工
会
連
合
会
（
石
澤
義
文
会
長
）
の
令
和
元
年
度
通
常
総
会

が
五
月
二
十
八
日
、
県
下
十
二
商
工
会
長
等
出
席
の
も
と
県
中
小
企

業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

県
商
工
会
連
合
会

令
和
元
年
度
通
常
総
会
開
催

県
商
工
会
連
合
会

令
和
元
年
度
通
常
総
会
開
催
　
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
石
本
慎
太
郎
会
長
）
と
同
女
性
部
連
合
会

（
徳
永
た
つ
子
会
長
）
の
通
常
総
会
が
四
月
二
十
五
日
、
県
下
の
両
部
員

が
出
席
し
開
催
さ
れ
た
。

　

石
本
会
長
が
平
成
三
十
年
度
に

実
施
し
た
県
青
連
事
業
へ
の
運
営

協
力
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
述
べ

る
と
共
に
、
本
年
度
は
平
成
か
ら

令
和
へ
と
改
元
さ
れ
新
時
代
の
幕

開
け
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

積
極
的
な
事
業
へ
の
参
画
及
び
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
挨
拶
し
た
。

　

本
年
度
は
、「
新
し
い
時
代

へ
の
挑
戦
」
～
よ
り
魅
力
あ
る

IM
PU

LSE

へ
～
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の

推
進
や
イ
ン
パ
ル
ス
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
重
点
目
標
と
し
た
事
業

計
画
等
が
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
議
事
終
了
後
、
林 

紀

孝
さ
ん
（
南
砺
市
）
に
対
し
、
柳

川
賞
の
表
彰
授
与
が
行
わ
れ
た
。

新
執
行
部
【
青
年
部
】

会　
長　
石
本
慎
太
郎
（
射
水
市
）

副
会
長　
松
井　
拓
也
（
上
市
町
）

　
〃　
　
寺
本　
　
賢
（
富
山
市
北
）

　
〃　
　
井
上　
潤
一
（
高
岡
市
）

　
〃　
　
芝
井　
祐
二
（
小
矢
部
市
）

新任された水口会長

再任された石本会長

青
年
部
連
合
会
総
会

女
性
部
連
合
会
総
会

　
徳
永
会
長
が
、
昨
年
度
富
山
県

で
開
催
さ
れ
た
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
を
は
じ
め
と
す
る
県
女
性
連
事

業
へ
の
協
力
に
感
謝
の
意
を
述
べ

た
。「
令
和
」
と
い
う
新
た
な
時

代
に
、
よ
り
一
層
部
員
同
士
の
交

流
を
図
り
な
が
ら
事
業
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
も
、
さ
ら
な
る
支

援
を
お
願
い
し
た
い
と
挨
拶
し

た
。

　
本
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
お

も
て
な
し
交
流
事
業
の
推
進
・
元

気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事

業
な
ど
の
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ

た
。

新
執
行
部
【
女
性
部
】

会　
長　
水
口　
芳
美
（
南
砺
市
）

副
会
長　
柚
木
美
恵
子
（
朝
日
町
）

　
〃　
　
大
塚
美
眞
子
（
富
山
市
八
尾
山
田
）

　
〃　
　
木
村　
雅
子
（
射
水
市
）

　
〃　
　
坂
井　
朱
美
（
庄
川
町
）

　
総
会
終
了
後
、
同
セ
ン
タ
ー
二

階
大
ホ
ー
ル
に
て
青
年
部
・
女
性

部
合
同
総
会
が
開
か
れ
、
来
賓
の

堀
口
富
山
県
商
工
労
働
部
次
長
、

石
澤
県
商
工
会
連
合
会
長
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
挨
拶
を
い
た
だ

い
た
後
、
懇
親
会
に
入
り
来
賓
を

交
え
て
両
部
員
が
和
や
か
に
日
頃

の
活
動
に
つ
い
て
語
り
合
い
交
流

を
深
め
た
。

開
会
挨
拶
で
石
澤
会
長
は
「
景

気
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
と

さ
れ
て
い
る
が
、
商
工
会
地
域
に

お
い
て
は
、
新
規
開
業
の
停
滞
、

生
産
性
の
伸
び
悩
み
に
加
え
、
経

営
者
の
高
齢
化
や
人
手
不
足
の
深

刻
化
と
い
っ
た
構
造
的
な
問
題
を

抱
え
、
依
然
と
し
て
憂
え
る
状
況

が
続
い
て
い
る
。本
会
と
し
て
は
、

国
や
県
の
商
工
業
施
策
に
呼
応

し
、
事
業
承
継
や
農
商
工
連
携
等

に
真
摯
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

本
年
三
月
に
策
定
し
た
『
商
工
会

行
動
計
画
』
を
着
実
に
実
行
し
、

商
工
会
自
ら
の
組
織
力
の
強
化
と

伴
走
型
支
援
に
よ
る
徹
底
し
た
会

員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
邁
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
議
長
に
、
田
畑
富
山
市

北
商
工
会
長
を
選
出
し
て
議
案
審

議
に
入
り
、
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
承
認
の
件
な

ど
、
六
議
案
が
原
案
通
り
承
認
可

決
さ
れ
た
。

ま
た
、
役
員
補
充
選
任
の
件
で

は
、
理
事
に
水
口
芳
美
氏
（
富
山

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
）
を

選
任
し
た
。

こ
の
後
、
来
賓
の
山
崎
康
至
副

知
事
、
中
川
忠
昭
県
議
会
議
長
、

伊
藤
孝
邦
富
山
県
農
業
協
同
組
合

中
央
会
長
か
ら
祝
辞
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
総
会
の
席
上
に
て
、
次

の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

【
被
表
彰
者
】

富
山
県
商
工
会
連
合
会
長
奨
励
賞

▽
経
営
支
援
事
例

中
山　
顕
治（
南
砺
市
商
工
会
）

寺
田　
瑞
穂（
上
市
町
商
工
会
）

青
年
部
・
女
性
部
連
合
会
通
常
総
会
開
催

青
年
部
・
女
性
部
連
合
会
通
常
総
会
開
催
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利
用
動
向

二
〇
一
九
年
一
月
五
日
付
け
の
日
本
経
済
新
聞
に
よ
る
と
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
利
用
率
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド 

七
五・二
％

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド 

一
五・九
％

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン 

一
一・八
％

と
な
っ
て
お
り
、
Ｑ
Ｒ
決
済
は
ま
だ
一
割
強
で
あ
る
。
話
題
の

割
に
は
余
り
使
わ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
十
月
よ
り
ポ
イ
ン
ト
還
元
制
度
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
進
展
し
て
い
く
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
は
都
会
の
話
だ
ろ
う
」
と
思
う
向
き
も
あ

る
だ
ろ
う
が
、
右
図
通
り
、
関
東
以
外
の
地
方
で
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
比
率
が
伸
び
て
い
る
。

「
年
寄
り
は
無
理
で
し
ょ
う
」
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
上
図

の
通
り
、
七
〇
代
以
上
の
電
子
マ
ネ
ー
利
用
額
が
全
世
代
と
同
額

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
シ
ニ
ア
世
代
で
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が

浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ス
マ
ホ
の
Ｑ
Ｒ
決
済
は
難
し
く

て
も
電
子
マ
ネ
ー
な
ら
大
丈
夫
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

何
を
入
れ
た
ら
よ
い
の
か
？

自
店
の
決
済
方
式
の
選
択
に
は
、
顧
客
と
商
品
単
価
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
。

上
述
の
通
り
、
シ
ニ
ア
世
代
を
主
要
顧
客
と
す
る
店
で
は
電
子

マ
ネ
ー
が
良
い
で
あ
ろ
う
。
近
隣
の
食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
互
換
の
あ
る
方
式
が
お
勧
め
で
あ
る
。

ス
マ
ホ
世
代
が
主
要
顧
客
で
あ
れ
ば
、
Ｑ
Ｒ
決
済
は
馴
染
み
易

い
。
逆
に
若
者
を
呼
び
込
む
た
め
に
Ｑ
Ｒ
決
済
を
導
入
し
た
近
江

町
市
場
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

中
国
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客
様
が
多
い
の
で
あ
れ
ば
、

中
国
で
普
及
し
て
い
る
ア
リ
ペ
イ
（
支
付
宝)

と
ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ

ト
ペ
イ
（
微
信
支
付)

に
対
応
し
た
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
や
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ

Ａ
Ｍ
Ｉ 

Ｐ
ａ
ｙ
が
お
勧
め
と
な
る
。

商
品
か
ら
考
え
る
と
、
高
額
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
店
で
は
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
最
適
で
あ
る
。

Ｑ
Ｒ
決
済
業
者
の
な
か
で
は
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
が
手
数
料
無

料
（
条
件
付
き
）
で
翌
日
入
金
な
の
で
、負
担
が
無
い
。
し
か
し
、

Ｑ
Ｒ
決
済
は
今
ま
さ
に
＂
百
花
繚
乱
〟
状
態
で
あ
り
、
今
後
ど
の

決
済
事
業
者
が
生
き
残
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、自
店
の
顧
客
と
商
品・

サ
ー
ビ
ス
、
同
業
者
、
そ
し
て
決
済

事
業
者
の
動
向
を
注
視
し
た
上
で
、

話
題
に
振
り
回
さ
れ
ず
に
冷
静
に
検

討
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
困
っ

た
時
は
近
く
の
商
工
会
に
相
談
し
て

欲
し
い
。

上
：
二
〇
一
九
年
一
月
二
十
七
日
付
け
の
日
本
経
済
新
聞

下
：
二
〇
一
九
年
一
月
二
十
九
日
付
け
の
日
本
経
済
新
聞

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

IT コーディネータ
一級販売士

株式会社よしだまこと事務所
代表取締役

吉田　　誠

プロフィール
北陸コンピュータ・サー
ビス株式会社勤務を経
て独立。
NPO法人 IT コーディ
ネータ協会理事、NPO
法人 IT コーディネータ
富山会長、一般社団法
人日本販売士協会理事、
富山販売士協会事務局
長。
富山県商工会連合会
スーパーバイザー。

プロフィール

第
5
回

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
～
何
を
導
入
し
た
ら
よ
い
の
か
～

松
坂
会
長
は
「
昨
年
度

は
、
県
商
工
同
友
会
結
成

四
十
周
年
を
迎
え
、
記
念

事
業
等
を
通
じ
て
会
員
の

皆
さ
ん
に
は
多
大
な
ご
協

力
を
頂
い
た
。
元
号
が
令

和
と
な
り
、
希
望
に
満
ち

あ
ふ
れ
た
新
し
い
時
代
が

ス
タ
ー
ト
し
た
な
か
、
県

商
工
同
友
会
は
地
域
経
済

の
活
性
化
に
向
け
て
結
束

を
高
め
、
地
域
に
貢
献
し

て
い
け
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
た

い
」
と
挨
拶
。

そ
の
後
、
前
田
茂
樹
氏

（
入
善
町
商
工
同
友
会
長
）

を
議
長
に
議
案
審
議
に
入

り
、
平
成
三
十
年
度
事
業

報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算

承
認
の
件
や
、
令
和
元
年

度
事
業
計
画
（
案
）、
同

収
支
予
算
書
（
案
）
決
定

の
件
な
ど
原
案
ど
お
り
承

認
決
定
さ
れ
た
。

な
お
、総
会
に
先
立
ち
、

富
山
県
議
会
議
員
の
藤
井

裕
久
氏
を
招
い
た
講
演
会

が
開
催
さ
れ
た
。「
新
時

代　
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
藤

井
氏
よ
り
、
富
山
県
の
産

業
の
特
色
や
、
産
業
振
興

施
策
に
つ
い
て
県
内
企
業

の
活
用
事
例
を
交
え
た
説

明
を
頂
い
た
。

　
県
商
工
同
友
会
（
松
坂
稔
会
長
）
の
通
常
総
会
が

五
月
三
十
一
日
、
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。
同
総
会
に
は
県
下
十
六
商
工
同

友
会
よ
り
会
員
約
百
名
が
出
席
し
、
来
賓
に
堀
口
富

山
県
商
工
労
働
部
次
長
ら
を
迎
え
開
か
れ
た
。

県
商
工
同
友
会

通
常
総
会
開
催
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商工
春秋

「
相
続
が
＂
争
族
〟

に
？
」

懸
命
に
築
き
上
げ

た
大
切
な
財
産
の

分
割
を
め
ぐ
っ
て
家
族

が
争
う
…
、
切
な
く
な
り
ま
す
。

裁
判
に
ま
で
至
る
ケ
ー
ス
は
年

間
一
万
六
千
件
、
調
停
ま
で
持

ち
込
ま
れ
る
件
数
は
十
年
前
と

比
べ
四
割
も
増
え
て
い
ま
す
▼

「
う
ち
に
大
き
な
資
産
は
な
い
」、

「
う
ち
の
子
供
達
は
仲
が
良
い
」

し
か
し
裁
判
と
な
る
ケ
ー
ス
の

相
続
財
産
総
額
は
、
三
二
％
が

一
千
万
円
未
満
、
五
千
万
未
満

で
は
七
五
％
。
大
資
産
家
だ
か

ら
も
め
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

ま
た
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
の
約
半

数
は
単
純
に
分
け
ら
れ
な
い
不

動
産
な
の
で
す
▼
事
業
主
は
事

業
の
財
産
と
個
人
の
財
産
に
区

別
さ
れ
ま
す
。
ま
た
「
借
金
も

財
産
の
う
ち
」
負
債
は
家
族
に

遺
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
▼
あ

な
た
の
法
定
相
続
人
は
誰
と

誰
？
そ
の
分
割
割
合
は
？
家

や
土
地
は
誰
が
引
き
継
ぐ
？

▼
「
争
族
を
起
こ
さ
せ
な
い
」、

事
前
の
対
策
を
し
て
お
く
こ
と

も
資
産
を
持
つ
人
の
責
任
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
問
題
点
は
何
か
、

事
業
承
継
の
リ
ス
ク
管
理
や
個

人
の
財
産
の
相
続
対
策
に
ど
ん

な
準
備
が
で
き
る
か
、
一
度
商

工
会
に
ご
相
談
さ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

「
外
国
人
材
拡
大
」
法
成
立
！

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

　

第
四
回
に
お
い
て
も
紹
介
し
ま
し
た
よ
う

に
、日
本
は
、昭
和
期
に
お
け
る
、二
度
の“

オ

イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク”

も
乗
り
越
え
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
が
、“
バ
ブ
ル
崩
壊”

以
後
の“

景

気
の
低
迷
（
失
わ
れ
た
１
０
年
と
も
２
０
年
と

も
言
わ
れ
て
い
る
が
？
）”
に
よ
る
、“

非
正
規

社
員
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
派
遣
・
有
期

間
雇
用
者　

等
）”

の
急
激
な
る
増
加
し
、
約

四
割
前
後
に
て
の
固
定
化
傾
向
に
至
り
、“

終

身
雇
用”

が
大
き
く
崩
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
、
富
山
県

も
昨
年
１
１
月
に
１
０
５
万
人
を
割
り
込
む
事

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
、“

人
手
不
足”
を

如
何
に
払
拭
し
て
行
け
れ
る
か
が
、
企
業
発

展
・
展
開
の
大
き
な
る
課
題
と
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

　
今“

人
手
不
足”

を
考
え
る
場
合
、“

人
手”

を

　
　
・
ひ
と
で

　
　
・
じ
ん
ざ
い

に
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
外
国
人
雇
用
を
考
え
る
場
合
、
ま
ず
、
次
の

よ
う
な
事
由
に
お
い
て
、
大
き
な
相
違
が
あ
る

こ
と
を
自
覚
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
・
言
語　
…　
日
常
会
話　
読
み
書
き

書
式
作
成　
等

　
　
　
・
文
化　
…　
民
族
、
国
家
固
有
の
文

化　
等

　
　
　
・
風
土　
…　
民
族
、
国
家
固
有
の
風

土　
等

　
　
　
・
宗
教　

…　

佛
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、

イ
ス
ラ
ム
教　
等

　
　
　
・
食
事　
…　
文
化
、
宗
教　
等
か
ら

の
忌
避

等
で
あ
り
ま
す
。

　
今
ま
で
、
日
本
に
お
い
て
は
、
外
国
人
を
少

子
高
齢
化
に
よ
る“

人
数
不
足”

を
単
純
労
働

者
の
代
替
要
員
と
し
て
所
謂
、前
記
「
ひ
と
で
」

と
考
え
て
、「
外
国
人
技
能
実
習
制
度
」
を
導

入
し
、
昨
年
四
月
か
ら
、
最
長
五
年
間
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
か
な
り
の“

ハ
ー
ド
ル”

が
受

け
入
れ
企
業
に
課
せ
ら
れ
た
と
は
い
え
、“

長

期
実
習
就
労”

が
可
能
に
は
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
諸
外
国
の
外
国
人
就
労
制
度
に
鑑
み
、

十
分
で
は
な
く
曲
が
り
角
に
来
て
い
ま
し
た
。

　
政
府
は
、
新
規
の
就
労
在
留
制
度
資
格
に
関

す
る
法
律
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
今
後
は
、「
ひ

と
で
」
の
み
な
ら
ず
、「
じ
ん
ざ
い
」
と
し
て
も
、

外
国
人
を
雇
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
実
に
、
企
業
に
お
い
て
は
、「
外
国
人
技
能

実
習
制
度
」
の
み
な
ら
ず
「
留
学
生
制
度
」
を

活
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
の
理
由
は
、
外
国
人
留
学
生
は
、
勉
学

以
外
に
週
２
８
時
間
ま
で
就
労
可
能
で
あ
り
、

基
礎
的
研
修
を
兼
ね
る
と
と
も
に
留
学
終
了
後

に
間
断
な
く
正
式
社
員
と
し
て
採
用
し
長
期
就

労
し
て
貰
え
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
の
で
す
。

　
今
回
成
立
し
た
法
律
で
は
、

　
　
　
・
日
常
会
話
程
度
の
日
本
語
試
験

　
　
　
・
技
能
試
験

に
合
格
し
た
外
国
人
を

　
　
　
・
特
定
技
能
一
号　
…　
①
家
族
帯
同

は
不
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
農
業
、
建

設
業
、
介
護

業
等
１
４
業

種
に
て
受
け

入
れ
を
検
討

　
　
　
・
特
定
技
能
二
号　
…　
①
家
族
帯
同

は
可
、
永
住

も
場
合
に
よ

り
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
受
け
入
れ

業
種
を
検
討

へ

と
位
置
付
け
て
、「
じ
ん
ざ
い
」
と
し
て
、
外

国
人
を
雇
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
富
山
県
内
を
見
て
み
る
と
、
と
言
わ
れ
な
が

ら
、
小
売
業
を
中
心
に
出
店
攻
勢
が
続
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
法
律
の
業
種
に
小
売

業
（
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー　
等
）
は
、
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。“

人
手
不
足”

に
よ

る
獲
得
競
争
が
激
し
く
な
り
、労
働
条
件（
賃
金
、

休
日　
等
）の
ア
ッ
プ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

日
本
は
属
国
主
義
で
す
の
で
、「
働
き
方
改
革
」

に
よ
る
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の
考
え
方
も

適
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

以　
上

第
８
回

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
！

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

第
12
回

社会保険労務士・行政書士・
キャリアコンサルタント
富山県よろず支援拠点

プロフィール
石油化学会社、医薬品
会社研究所勤務を経て、
藤井事務所として、社
会保険労務士並びに行
政書士事務所を開業。
労務管理・人材活用・
能力開発・キャリアコ
ンサル業務等において
四半世紀に渡り、各種
セミナー、大学等の講
師を受託するとともに
企業支援に携わってき
た。

藤井　正博

　
近
年
、
労
務
管
理
に
お
い
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（Harassm
ent

）「
他
の
社
員
等
に
対
す
る
言
動

等
が
本
人
の
意
図
に
は
関
係
な
く
、
相
手
に
不
快

感
を
与
え
た
り
、
尊
厳
を
傷
つ
け
た
り
、
不
利
益

を
与
え
た
り
、脅
威
を
与
え
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。」

解
消
が
重
要
に
な
り
つ
つ
あ
り
、企
業
経
営
に
と
っ

て
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
労
務
管
理
上
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（Harassm

ent

）

の
い
く
つ
か
を
例
示
し
て
み
ま
す
。

１
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト 
…
… 
本
人

が
意
図
す
る
、
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
相

手
が
不
快
に
思
い
、
相
手
が
自
身
の
尊
厳
を

傷
つ
け
ら
れ
た
と
感
じ
る
よ
う
な
性
的
言
動
。

２
、
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト 

…
… 

同
じ
職
場

で
働
く
者
に
対
し
て
、
職
務
上
の
地
位
や
人

間
関
係
な
ど
の
職
場
内
の
優
位
性
を
背
景
に

業
務
の
適
正
な
範
囲
を
超
え
て
、
精
神
的
身

体
的
苦
痛
を
与
え
る
又
は
職
場
環
境
を
悪
化

さ
せ
る
行
為
。

３
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト 

…
… 

性
に

関
す
る
固
定
観
念
や
差
別
意
識
に
基
づ
く
嫌

が
ら
せ
等
を
い
い
、
女
性
又
は
男
性
と
い
う

理
由
の
み
で
性
格
や
能
力
の
評
価
の
決
め
付

け
を
行
う
こ
と
。
広
義
の
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
る
。

４
、
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト 

…
… 

言
葉
や
態

度
、
身
振
り
や
文
書
等
に
よ
り
、
働
く
人
間

の
人
格
や
尊
厳
を
傷
つ
け
た
り
、
身
体
並
び

に
精
神
的
に
傷
を
負
わ
せ
て
、
職
場
か
ら
撤

退
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ん
だ
り
、

職
場
の
雰
囲
気
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
。

５
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト 

…
… 

妊
娠

や
出
産
事
由
に
関
し
て
、
女
性
に
対
す
る
固
定

観
念
や
差
別
意
識
に
基
づ
く
嫌
が
ら
せ
等
を
い

い
、
職
場
の
雰
囲
気
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
。

　
「
感
じ
方
・
考
え
方
」
は
、
個
人
に
よ
り
大
き

く
異
な
り
ま
す
。
労
務
管
理
者
は
、
こ
れ
ら
点

を
充
分
に
留
意
し
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止

に
向
け
て
、「
職
場
に
て
は
、
日
常
、
他
者
へ
の

思
い
や
り
と
配
慮
を
持
っ
て
行
動
し
よ
う
！
」

と
啓
蒙
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
場
合
に
向
け
て
認

識
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
次
の
通
り
で
す
。

１
、一
人
で
我
慢
し
た
り
、
無
視
し
た
り
し
な
い

で
、
勇
気
を
も
っ
て
、
は
っ
き
り
と
自
分
の

意
思
を
相
手
に
伝
え
る
行
動
を
と
る
こ
と
。

２
、身
近
の
信
頼
で
き
る
人
に
相
談
す
る
。
ま
た
、

社
内
の
相
談
窓
口
（
相
談
担
当
者
）
に
申
し

出
る
等
の
行
動
を
と
る
こ
と
。

３
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
月
日
時
、
内
容

等
に
つ
い
て
、
出
来
る
だ
け
詳
し
く
記
録
（
メ

モ
、
書
面　
等
）
を
し
て
お
く
こ
と
。
ま
た
、

可
能
で
あ
れ
ば
、
第
三
者
の
証
言
を
得
て
お

く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

４
、
他
人
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
発
見
し
た
ら
、
見
過
ご
さ
ず
に
行
為
者

に
注
意
を
促
す
か
、
社
内
の
相
談
窓
口
（
相

談
担
当
者
）
に
申
し
出
る
等
の
行
動
を
と
る

こ
と
。

　
次
の
行
為
・
行
動
等
に
つ
い
て
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
如
何
を
考
え
て
み
て
下
さ
い
。
社
内
で

是
非
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

１
、
昼
間
の
休
憩
時
間
に
男
女
二
人
の
社
員
が

休
憩
室
に
お
い
て
、
二
人
き
り
に
て
仲
良
く

し
て
い
た
。
他
の
社
員
か
ら
「
休
憩
し
た
く

と
も
気
ま
ず
い
」
と
の
意
見
が
総
務
に
寄
せ

ら
れ
た
。

２
、
昼
間
の
休
憩
時
間
に
男
女
二
人
の
社
員
が

別
々
の
休
憩
室
に
お
い
て
、
相
互
に
メ
ー
ル

を
や
り
取
り
し
「
身
振
り
顔
相
の
変
化
が
激

し
く
周
囲
は
居
た
堪
れ
な
い
」
と
の
意
見
が

総
務
に
寄
せ
ら
れ
た
。

３
、
男
性
社
員
が
Ｐ
Ｃ
操
作
中
の
女
性
社
員
の
背

後
を
歩
行
中
に
胸
元
が
眼
に
は
い
り
、「
セ
ク

ハ
ラ
！
」
と
叫
ば
れ
、「
周
囲
の
女
性
社
員
が

睨
み
つ
け
た
」と
総
務
に
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
。

４
、
ス
カ
ー
ト
を
は
い
た
女
性
社
員
が
「
グ
レ

イ
チ
ン
グ（
網
目
）階
段
」を
昇
っ
て
い
る
時
、

下
を
歩
行
中
の
男
性
社
員
が
上
を
見
上
げ
た

所
、「
セ
ク
ハ
ラ
！
」
と
叫
ば
れ
、
総
務
に
次

の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
。

・
女
性　
…　
下
か
ら
覗
く
の
は
「
セ
ク
ハ

ラ
！
」
で
あ
る
。

・
男
性　
…　
常
識
、
ル
ー
ル
を
わ
き
ま
え

た
服
装
に
て
の
行
動
が
必
要
と
考
え
る
。

　
企
業
は
指
導
す
べ
き
か
？　
対
応
の
取
り
方

は
如
何
？　
あ
な
た
な
ら
、
ど
う
考
え
ま
す
か
？

以　
上
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年金はやっぱり富山、高岡、新湊、にいかわ、氷見伏木、砺波、石動の各信用金庫で！！

金融実態調査に
ご協力お願いいたします！

　県商工会連合会では、県下商工会地区の小
規模企業者等の金融に関する実態や動向を把
握し、小規模企業金融の円滑化の促進を目的
に、金融実態調査を毎年実施しています。
　営業状況や金融機関との取引状況など、令
和元年７月１日現在の状況について回答して
いただきます。各商工会の経営指導員より調
査の依頼がありましたらご協力お願いいたし
ます。

令和元年 6月1日発行（毎月1回 1日発行）　VOL.528 昭和 52 年 3月 12 日第三種郵便物認可

中小企業・小規模事業者向け補助金のお知らせ

補助対象者

補助対象事業

補助対象者

補助金類型

昨年からの変更点

商工会地区で事業を営む常時使用する従業員数が次の事業者

経営計画に基づき、商工会の支援を受けながら実施する販路開拓等のための事業

中小企業、小規模事業者（飲食、宿泊、小売・卸、運輸、医療、介護、保育等の
サービス業の他、製造業や建設業等も対象）

補助金申請を行う際に、「Ａ類型」「Ｂ類型」の２つの申請類型があります

次のような審査の政策的加点が加えられました

小規模事業者持続化補助金

ⅠT導入補助金

商業・サービス業（宿泊業・娯楽業除く）……　 ５人以下
サービス業のうち宿泊業・娯楽業　……………　20人以下
製造業・建設業・その他　………………………　20人以下

【取組事例】　〇新たな商品・サービス提供のための設備の導入
	 　　〇集客力を高めるための店舗改装
	 　　〇新たな販路を求め、展示会・商談会への出展
	 　　〇ネット販売システムの構築
	 　　〇新たな販促用チラシの作成、送付、ポスティング
	 　　〇新商品を陳列するための棚の購入

・代表者が満 60歳以上で、かつ、後継者候補が中心に補助事業を実施
・2019年３月 31日までに、経営力向上計画の認定を受けている
・2018年１月～申請日までの間に「購入型クラウドファンディング」で一定規模以上の支援金額を集めた
・「過疎地域自立促進特別措置法」に定める過疎地域に所在し、地域経済の発展に取り組む

補助上限
50万円
補助率２/３以内

新たな販路開拓・
拡大で売上UP！

※詳細につきましては、富山県商工会連合会ホームページをご確認ください　https://www.shokoren-toyama.or.jp/

※詳細につきましては、ⅠT導入補助金ホームページをご確認ください　https://www.it-hojo.jp/

ⅠTツール導入に
活用できる！

Ａ類型 B類型
補助上限・下限 ４０万～１５０万円未満 １５０万～４５０万円
受付締切（予定） ６月１２日（水） ６月２８日（金）
補助対象経費 ソフトウェア費、導入関連費等

本補助金ホームページに公開されているⅠTツールが補助金の対
象です。ハードウェアは対象外です。

補助率 １／２

受付締切
一次 6/28㈮
二次 7/31㈬
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イベント名 開催日 お問合せ先
第 56 回戸出七夕まつり 7/3（水）～7/7（日） 戸出七夕まつり実行委員会 0766-63-0792

らっきょう体験掘りフェア 2019 7/13（土） らっきょう体験堀りフェア実行委員会 076-467-1963

阿曾の市 7/13（土） 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356

なりひら風の市 7/13（土） 富山市八尾山田商工会 076-455-3181

2019 ！越中八尾駅前通り 福島納涼夜店＆おわらナイト 7/13（土） 富山市八尾山田商工会 076-455-3181

風の盆ステージ・町なかミニツアー 7/13（土）、7/27（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

青葉に舞う こきりこ 7/14（日）、7/27（土） 五箇山総合案内所 0763-66-2468

商工まつり 7/20（土） 富山市八尾山田商工会 076-455-3181

第 64 回福光ねつおくり七夕祭り 7/25（木）～7/28（日） 福光ねつおくり七夕祭り実行委員会 0763-52-2038

第 64 回立山まつり 7/27（土） 立山まつり実行委員会 076-463-1221

水橋橋まつり 7/27（土） 水橋橋まつり協議会 076-478-0380

メルヘンおやべ源平火牛まつり 7/27（土） 源平火牛まつり実行委員会 0766-67-1760

納涼あさひまつり 2019 7/27（土）～7/28（日） 朝日町商工会 0765-83-2280

いなみ太子伝観光祭 2019 7/27（土）～7/28（日）<26日前夜祭> いなみ太子伝観光祭実行委員会 0763-82-0184

ＷａＧｏ！だらまつり 2019 7/28（日） 富山市北商工会和合支所 076-435-0182

第 48 回おおやま佐々成政戦国時代祭り 7/28（日）〈予定〉 おおやま佐々成政戦国時代祭り実行委員会 076-483-2537

ふれあい青空市「やまだの案山子」 7月（月・火・水・土・日・祝） ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333

月各地のイベント

とやま中小企業人材育成カレッジ　受講生募集中！とやま中小企業人材育成カレッジ　受講生募集中！
企業を支える「人づくり」

研　修　科　目 講　　師 定員 開催日数 開　催　日 受講申込締切日 受講料（消費税込）
ものづくり分野
5 生産現場改善の進め方 山口　郁睦　氏 30名 ３日間 8/28（水）・29（木）・9/6（金） ８/15（木） 14,400 円
6 品質管理の考え方・進め方   中島　俊宏　氏 30名 ３日間 10/9（水）・10（木）・16（水） 9/26（木） 14,700 円
7 原価管理とコストダウンの進め方 大塚　泰雄　氏 30名 ３日間 11/19（火）・20（水）・21（木） 11/7（木） 14,700 円
財務・販売（営業）分野
8 財務分析の考え方・進め方 長瀬あさみ　氏 30名 ２日間 9/11（水）・12（木） ８/29（木） 9,600 円
9 営業に自信と勇気が湧くセミナー（BtoC） 和田　　勉　氏 30名 ２日間 9/25（水）・26（木） ９/12（木） 9,600 円
10 成果を出す新規顧客開拓（BtoB） 吉見　範一　氏 30名 ２日間 10/2（水）・3（木） ９/19（木） 9,800 円

　■申込方法：ホームページの申込フォーム又は、FAXにて富山県商工会連合会宛てお申込みください。

【会　　場】富山県中小企業研修センター（富山市赤江町 1-7）	
【開催時間】全コース原則として 9：30～ 16：30

短期コース【８月以降に開催の講座】 検 索とやま中小企業人材育成カレッジ※詳しくは、
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スマートものづくり人材育成研修（スタートアップコース）
若年技能者向け講習会開催のご案内
　県では、若手技能者等の積極性の喚起や技能者の
キャリアに応じた段階的なスキルアップを図るため
に、「スマートものづくり人材育成研修」を実施し
ます。
　第１弾として、ものづくり企業の若手技能者等を
対象に、ものづくり現場の技能者が持つべき安全性
や生産性向上に役立つ知識を学ぶとともに若手技能
者を牽引するリーダーの育成を図る「スタートアッ
プコース」を開催します。
　詳細は、県労働政策課までお問い合わせください。

【内容・期間・場所】
①ものづくり基本講座編

ものづくりの現場において、若手技能者が更なる
ステップアップが図れるよう、マネジメント能力
の向上や現場の安全確保など、生産性向上に役立
つ知識の習得を図り、仕事力の向上を目指します。
○内容：企業にとっての改善活動の必要性、改善

アイデアの検討と効果の確認、５Ｓの意味
と進め方、自職場の問題点把握、なぜ災害
が発生するのか など

○期間：８月１日（木）、８月２日（金）、
　　　　８月23日（金）の３日間（予定）
○場所：富山県市町村会館

②若手現場リーダー編
若手現場リーダーに期待される能力・役割とは何
か、受講者自らが考えることで気付きを促し、意
欲的に取組む人材育成を図ります。
○内容：若手リーダーとしての役割、コミュニケー

ションスキル、リーダーシップ、自律的な
思考・行動特性、仕事への熱意の醸成など

○期間：９月４日（水）、９月５日（木）、
　　　　９月27日（金）の３日間（予定）
○場所：富山県市町村会館

【対象者・定員】
○対象：県内のものづくり企業の若手技能者等
　　　　（所属企業からの推薦が必要です）
○定員：15 名

【参加申込期間・方法】
令和元年６月上旬～募集予定。
詳細は、県労働政策課ＨＰ等でご案内します。

■お問合せ先
富山県 商工労働部 労働政策課 人材育成係
TEL 076-444-3260　FAX 076-444-4405

外国人技能実習生向け 技能向上講習のご案内
　平成 29 年 11 月の外国人技能実習制度改正による実習期間の
延長や、在留資格「特定技能」への技能実習後の移行が可能となっ
たことにより、今後、県内技能実習生の増加や滞在期間の長期化
が予想されます。
　そこで県では、優秀な技能実習生の育成を支援するため、技能
検定３級及び２級資格取得のための技能向上講習を実施します。
・対　　象：外国人技能実習生及び技能実習生への指導を行う
　　　　　　技能実習指導員
・実施予定：３級、２級あわせて 35 コース
・受講期間：３級：１日間（６時間／日）
　　　　　　２級：３日間（６時間／日）
・定　　員：５名／コース

【過去の実施職種】
射出成形、配電盤・制御盤組み立て、工業包装、家具製作、金
属プレス加工、鉄筋施工、左官、純粋施工、婦人子供服既製服

※このほかにも、実施可能な職種がございます。
職種や実施時期、お申し込み方法などの詳細につきましては、下
記お問合せ先までご相談ください。
■お問合せ先
　富山県 商工労働部 労働政策課 雇用推進班・人材育成係
　TEL 076-444-8897　FAX 076-444-4405

富山県総合デザインセンター
「バーチャルスタジオ」を開設しました

　富山県総合デザインセンターでは、全国に先駆けて、５月 30
日に、ＶＲ（バーチャルリアリティ）技術等を活用し、３Ｄ設計デー
タを実寸・立体視で比較検証できる「バーチャルスタジオ」を開
設しました。
　密閉型ゴーグル内で、３次元のデジタル映像を実寸大で再現す
るため、試作品の製作回数を大幅に削減することができ、製品開
発期間の短縮、試作コストの削減など、製品開発過程の効率化を
実現します。

【バーチャルスタジオ設備】
　○デジタルデザイン検証装置（ＶＲ制作・視聴環境）
　○大型３面シミュレーション装置（プロジェクション環境）

■詳しくは、富山県総合デザインセンターまで
　お問合せください。
　TEL 0766-62-0510
　メール：dc5@toyamadesign.jp
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